
令和８年度 支援者「学びのメニューフェア」アンケートまとめ（回答数 4６/８6…回答率 53.4%） 

 

１ 今回のメニューフェアについて        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                                  

 

２ メニューフェアに出展して 

＜良かった点＞ 

・対面で直接話ができて、具体的に説明ができた。 

・活動内容を直に知ってもらえてよかった。 

・ブースもゆったりでよかった。京都や大阪にはないシステムでありがたい。 

・対象者のニーズや困りごとについて知ることができた。 

・毎年弊社の取組を知ってもらえるよい機会である。 

・事前に、昨年度のアンケートのまとめを送付いただいたので、参加者側の思いを把握したり対応できた

りしたので役にたった。 

・参加者の椅子をなくしたことで、気軽に話ができ、流れもスムーズであった。 

 （逆に、参加者の椅子がありよかったという意見もあり） 

・対象者の生の声を聞けて、今後教材を作るうえで大変参考になった。 

・いろいろな支援者が一堂に集まり、交流もできよかった。とても参考になった。 

・会場のブース配置や時間設定も適切でよかった。来年度も参加したい。 

・他の支援者のブースを見て、来年度からの弊社のやり方の参考になった。 

・学校にパンフレットを送付していたが知らない先生もいて、周知の難しさを感じたのでこういう機会はと

てもありがたい。 

・参加者の熱心さがよく伝わってきて、説明のやり甲斐があった。 

・ブース利用にお金がかからないのもありがたい。準備・片付けも楽にできありがたい。 

 

＜改善してほしい点＞ 

・今回は同じ分野同士で部屋をまとめていただいたが、たくさんの部屋へ行っていただくために分野をば 

らつかせて部屋割りをしてもいいと感じた。 

・参加者の方に、全部屋を１周できる方法を考えてほしい。（参加者全員に資料を配布できるといい） 

・北部の方が少なく感じた。 

・参加支援者のホームページのＵＲＬなどを、紹介してほしい。 

・今回「ブースでの滞在時間は１０分以内に協力を」とあり、努めたが守っていない支援者が多かったよう 

に感じたので工夫が必要。 

・高等学校の先生方が少ないように感じた。 

・参加者の方に、簡易な名刺を作成して持参してほしかった。 

 

<主催者側より> 

・事前にたくさんの情報量を流している分、確認が漏れてしまうこともあり、送付情報を精選していく必要 

があると感じた。（受付時間と支援者側の動き、説明の時間や参加者の椅子についてなど） 

・会場と日程の関係で、参加者の校種等ばらつきが出てしまう。 

・大きな部屋１つで完結できればもっとスムーズに回れるが、会場の関係で難しい。 

・来年度（Ｒ９）は、さらに部屋数が少なくなるので、各ブースが詰まることが予想される。 

・今回事後アンケートを二次元コードにしたが、回収率が悪い。メールによる回答も併用したい。 
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